
「
迷
信
か
ら
化
学
へ 

-

病
気
で
見
る
日
本
史
」 

 

日
時
：
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

（
火
） 

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室 

 

特
任
教
授 

酒
井 
シ
ズ 

 １
．
日
本
古
来
の
医
術
（
医
術
の
歴

史
）
と
は 

 

古
墳
時
代
・
韓
か
ら
医
術
が
伝
来
し

た
。
古
来
の
医
術
は
「
大
同
類
衆
方
」

(808

年)

に
記
録
が
の
こ
っ
て
い
る
。 

 

２
．
江
戸
時
代
の
治
療
と
病
気 

  ・
江
戸
時
代
の
治
療
に
は
、
漢
方
・

鍼
・
灸
や
按
摩
（
日
常
的 

家
庭
内

治
療
）
、
湯
治(

温
泉
療
法)

等
が
あ
る
。 

・
江
戸
時
代
で
、
一
番
深
刻
な
症
状

は
梅
毒
で
あ
る
。
梅
毒
は1490

年

代
に
新
大
陸
か
ら
旧
大
陸
へ
伝
わ
っ

た
。1500

年
代
初
頭
に
日
本
で
発
生

し
、
江
戸
時
代
に
梅
毒
が
蔓
延
し
た
。

梅
毒
は
「
花
柳
病
」
と
呼
ば
れ
た
。

梅
毒
は1910

年
に
治
療
薬(

サ
ル
バ

ル
サ
ン)

が
開
発
さ
れ
、
被
害
が
減
少

し
た
。
被
害
が
大
幅
に
減
少
し
た
の

は
、1928

年
に
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
開
発

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。 

・
江
戸
時
代
で
は
、
麻
疹
や
疱
瘡
が

流
行
し
た
。
麻
疹
の
症
状
を
軽
く
す

る
方
法
と
し
て
診
察
や
麻
疹
の
病
神

退
治
の
ま
じ
な
い
な
ど
が
な
さ
れ
て

い
た
。 

・
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
江
戸
の
病

名
と
し
て
は
、
卒
中
、
痔
、
眼
病
、

皮
膚
病
、
虫
歯
、
狂
犬
病
、
麻
疹
、

コ
レ
ラ
、
疱
瘡
、
梅
毒
、
肺
病
等
が

あ
る
。 

・
江
戸
の
病
名
と
現
在
の
病
名
で
違

う
も
の
が
あ
る
。 

 

①
病
原
体
の
発
見
で
現
代
病
名
が

つ
い
た
も
の
→
肺
結
核
（
江
戸
時
代

は
労
咳
） 

 

②
病
因
が
明
白
な
も
の
→
食
中
毒 

(

江
戸
時
代
は
食
傷) 

 

③
現
代
医
学
に
よ
る
新
し
い
病
→ 

鬱
病
、
総
合
失
調
症(

江
戸
時
代
は
鬱

気) ・
江
戸
の
病
名
の
内
、
現
代
の
日
常

会
話
に
生
き
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

→
癇
に
さ
わ
る
、
癇
癪
も
ち
、
鬼
の

霍
乱 

・
江
戸
時
代
に
お
け
る
西
洋
医
学
の

導
入
の
歴
史
は
、
江
戸
初
期
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
。
長
崎
で
オ
ラ
ン
ダ
と
の

交
流
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
江
戸
中

期
で
は
、
西
洋
医
学
書
の
輸
入
が
な

さ
れ
、「
解
体
新
書
」
の
翻
訳
等
が
な

さ
れ
た
。
解
体
新
書
の
翻
訳
は
、
今

後
の
医
学
が
発
展
し
た
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
理

解
の
下
地
に
な
っ
た
。 

  

以
上 


